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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文で著者は、ツイストされた質量を持つウィルソン型格子クォークの場合の格子カイラル摂動論（ウィ
ルソン　カイラル摂動論）により、π中間子質量と崩壊係数を NLOの次数まで計算し、相構造との関係や
格子化誤差を具体的に研究した。次数の評価を精密に行った NLOまでの結果として、初めてのものである。
これらの計算は、格子上のシミュレーション結果を理解する上で有用であるばかりでなく、それらを現実の
クォーク質量にカイラル外挿する上でも、重要なインプットを与える。本論文の内容は共同研究によるもの
だが、NLOの計算は、著者が中心となって行ったものであり、計算方法などで著者の独創性が十分発揮さ
れている。
　以上、本論文は、ツイストされた質量を持つウィルソン型格子クォークを使った格子 QCDの相構造の理
解とカイラル外挿において重要な位置を占めるものであり、十分水準の高い研究といえる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
